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・H
ド

亮

岡

ラ
ウ
ン
ハ
ル
ト
は
そ
の
著
書
「
園
民
経
済
事
の
敏
感
的
蒸
礎

ず
ト
f
d
L
V
一
」

に
於
て
特
K
一
一
つ
の
相
競
争
す
る
生
産
中
心
地
の
版
賢

地
域
境
界
の
決
定
に
闘
す
る
問
題
を
も
論
じ
て
ゐ
る
。

と
の
書

物
中
に
一
般
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、

工
業
に
必
要
注
る
原

料
生
産
物
で
あ
っ
て
、
た
と
へ
ば
石
茨
、
原
鍍
等
で
る
る
。
と

れ
ら
一
切
の
原
料
生
産
物
に
あ
っ
て
は
購
入
者
が
運
搬
突
を
負

指
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
生
産
中
心
地

が
同
一
一
償
値
を
持
つ
商
品
を
供
給
す
る
場
合
に
は
、
消
費
者
は

常
に
よ
り
近
き
生
産
中
心
地
を
選
ぶ
で
あ
ら
う
。
彼
が
就
中
詳

細
に
論
じ
て
ゐ
る
の
は
運
搬
費
が
生
産
中
心
地
か
ら
の
距
離
と

正
比
例
的
に
増
大
す
る
揚
合
で
あ
る
。
か
-
h

る
仮
定
は
必
や
し

も
厳
密
に
正
首
た
る
も
の
と
は
言
へ
ね
が
、
単
純
化
に
よ
・
0
迎

論
的
取
扱
び
に
は
甚
だ
有
用
友
る
現
想
型
と
し
て
遁
骨
曲
し
て
ゐ

る。
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今
距
離
と
無
関
係
に
動
く
車
位
数
量
の
費
用
、
換
言
す
れ
ば

生
産
費
及
び
利
潤
を

P
単
位
数
量
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
運
搬
す

る
に
要
す
る
運
賃
率
を
「
と
す
れ
ば

e
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
於
て
草
位
数
量
の
債
格
い
は

同
》
命
日
七

41Z

じ
の
聞
係
佐
設
問
す
る
た
め
-7

ウ
V
J

ハ
ル
ト
は
立
惚
解
析
波

何
撃
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
彼
は
平
面
上
の
生
産
中
心
駄
じ
に
於

て
長
さ

P
の
霊
線
を
立
て
る
。

と
れ
剖
ち
中
心
黙
C
に
於
て
は

翠
位
数
量
自
身
が

P
な
る
債
格
を
持
つ
こ
と
を
意
味
や
る
。

C

貼
よ
り
引
の
距
離
に
る
る
す
べ
て
の
黙
は
言
ふ
ま
で
も
た
く

の
図
ょ
に
あ
る
、

と
の
図
上
の
す
べ
て
の
艇
に
於
て
車
位
数
量

は
同
一
一
償
格
司
，
T
h
o
-

を
有
ず
、

距
離
に
あ
る
他
の
圏
上
の
す
ペ
て
の
黙
に
於
て
は
単
位
数
量
償

格
は
司
+
柄
。
凶
と
友
っ
て
ゐ
る
。

同
様
に
し
て

C
黙
よ
り

q
の

さ
て
と
れ
ら
各
賄
に
於
て
車
位
数
量
償
格
を
垂
直
に
と
る
左

ら
ば
、

と
れ
ら
の
終
割
は
こ
と
ご
と
く
、
人
が
ラ
ウ
ン
ハ
ル
ト

に
従
ひ
競
争
漏
斗

R
g
E日
ORE-門
FE)
と
記
す
一
一
錐
面
の

上
に
あ
る
。
国
錐
の
頂
黙
に
於
る
一
の
補
助
平
面
を
も
と
の
卒

この小論は下記の論文白簡軍なる紹介であ z。
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荷
と
卒
行
な
ら
し
め
る
な
ら
は
、
圃
錐
の
凸
面
は
す
べ
で
補
助

平
面
と
同
一
角
置
を
な
す
、

と
れ
は
元

a
H『
友
る
閥
係
に
よ
り

固
定
さ
れ
る
@
与
平
面
が
も
と
の
卒
商
と
合
致
し
、

C
黙
に

於
て
た
て
ら
れ
た
る
垂
線
が
疋
の

z
軸
と
友
る
如
〈
に
空
聞
に

直
角
座
標
系
を
と
れ
ば
、
錐
商
の
方
程
式
は
突
の
如
し
。

N
H
司
+
『
-
d
¥
岡
崎
+
三

唯
一
の
生
産
中
心
黙
が
問
題
と
な
る
隈
り
、

h
、

X
品
哨

v
軸
の

位
置
は
軍
要
で
は
-
な
い
が
、
ご
う
の
生
産
中
心
離
を
取
扱
ふ
危

ら
ば
、
礁
か
比
我
・
却
は

x
軸
或
は

y
軸
の
位
置
を
も
考
慮
せ
ね

ぽ
な
ら
な
い
。
か
〈
て
第
一
の
競
争
漏
牛
形
が
上
述
せ
る
仕
方

で
空
聞
に
存
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
程
式
は

H
J土
・
く
川
判
可
J

と
の
生
産
一
中
心
黙
に
接
近
し
て
第
二
の
中
心
鈷
が
存
ず
る
。

そ
の
卒
商
座
標
は
同
H
P
}
J
H
r

で
あ
る
。
更
に
草
位
数
量
債

格
を

h
そ
の
運
賃
傘
を
む
と
す
る
。
し
か
ら
ば
第
二
の
錐
面
の

方
程
式
は

岡
崎

H
E
+『
r
・く
{
x
l
L
M
+
ミ
l
r
)時

我
々
は
と
L
に
隔
地
域
の
競
争
境
界
と
し
で
雨
闘
錐
の
交
切

チ
ウ
本

V

閣
の
殺
事
的
説
明

線
の
与
一
平
商
へ
の
射
影
を
得
る
の
で
あ
る
@
ラ
ウ
ン
ハ
ル
ト

は
此
の
曲
線
を

r
s
s
E
。
と
名
づ
け
る
。
と
の
二
つ
の

z
の

値
を
等
値
す
る
こ
と
に
よ
れ
ソ
、
共
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
却

ち

ヲ
+
〉
・
大
岡
崎
+
ス
H
3
+
D
-
d
¥
(バ
!
と
よ
マ
l
一対

ーー

我
々
は
以
上
一
フ
ウ
ン
ハ
ル
ト
の
理
論
の
根
本
厄
想
を
そ
れ
が

後
の
説
明
を
理
解
す
る
に
必
要
な
る
曝
り
に
於
て
展
開
す
る
こ

止
に
の
み
限
定
し
て
来
事
パ
ω

上
部
せ
る
如
〈
に
沼
槻
由
民
の
負
捻

者
は
一
般
に
購
買
者
で
あ
る
所
の
工
業
生
産
ロ
聞
に
必
要
左
る
原

料
生
産
物
と
臭
っ
て
、
農
業
生
産
物
に
る
っ
て
は
逗
搬
出
ー
は
こ

れ
を
生
産
者
が
負
捨
せ
ね
ば
な
ら
向
。
と
の
理
由
と
し
て
は
弐

の
黙
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

工
業
に
必
要
な
る
原
料
生
産

物
の
生
産
は
そ
の
庚
さ
か
ら
言
。
て
農
業
生
産
に
較
ぺ
る
と
著

し
く
小
で
あ
り
、
そ
の
上
前
者
は
場
所
的
に
甚
た
し
〈
制
限
せ

ら
れ
て
ゐ
る
が
、

と
れ
と
反
針
に
後
者
は
何
等
か
の
形
で
至
る

所
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
の
故
に
工
業
生
産
中
心
地

の
揚
所
的
位
置
一
此
ぴ
に
性
格
は
全
く
土
地
財
賓
の
存
在
陀
よ
り

第
四
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五
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チ
ウ
卓

V
闘
の
致
事
的
簡
明

決
定
せ
ら
れ
る
が
、
農
業
生
産
の
方
式
は
完
全
に
で
は
友
〈
と

も
、
し
か
も
著
し
〈
購
入
の
諸
保
件
に
よ
り
影
響
を
う
け
る
。

千
ウ
ネ
y
は
こ
の
考
へ
を
最
初
に
紋
の
古
典
的
著
書
「
烈
立
国
」

に
於
て
甚
だ
銃
く
展
開
し
た
。
チ
ウ
ネ
ン
は
現
賓
に
は
殆
占
全

〈
安
首
せ
ぬ
仮
定
か
ら
山
山
描
出
し
た
。
郎
ち
一
の
大
都
市
が
睦
沃

-
E
芯
平
野
の
中
央
に
あ
り
、
平
野
に
は
市
川
摘
す
ベ
占
古
川
流
も
組

河
も
な
い
。
都
市
か
ら
最
も
遠
く
離
れ
た
所
で
は
未
耕
の
一
荒
地

に
鳴
っ
て
ゐ
る
。
と
の
命
題
に
よ
り
チ
ウ
ネ
シ
は
図
家
を
他
の

品
川
非
か
仏
遮
断
し
た
と
と
も
明
確
に
し
て
ゐ
る
。
と
の
都
市
を

園
っ
て
環
献
を
な
し
つ

L
チ
ウ
ネ
ン
圏
な
る
名
橋
で
知
ら
れ
て

ゐ
る
個
々
の
経
営
地
域
が
集
っ
て
ゐ
る
。

と
の
各
議
に
支
配
的

で
あ
る
経
管
方
式
は
、

と
の
方
式
に
誼
蛍
た
る
自
然
生
産
物
の

運
送
に
必
要
た
る
運
搬
賓
の
高
さ
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
る
。

ウ
ネ
ン
は
一
一
一
恒
っ
て
ゐ
る
o-i
都
市
か
ら
の
距
離
が
遠
く
友
る
に
従

。
て
、
土
地
は
愈
々
そ
の
債
値
に
比
し
て
小
た
る
運
搬
費
を
要

ナ
る
一
生
産
物
の
生
産
に
向
け
ら
れ
る
」
と
。

か
L
る
チ
ウ
ネ
ン
の
時
代
に
は
農
村
の
交
通
手
段
と
し
て
は

殆
ど
専
ら
荷
川
向
車
が
る
っ
た
の
一
み
だ
が
、
今
日
完
全
に
鉄
道
と チ-

第
四
十
五
巻
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傍
五
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ο

貨
物
自
動
車
と
に
殿
倒
せ
ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
チ
ウ
ネ

ン
闘
は
著
し
い
狂
ひ
を
生
じ
た
。
そ
の
上
個
h

の
自
然
生
産
物

の
債
値
の
比
率
も
同
時
に
著
し
〈
蝉
鈍
化
し
た
の
で
、

千
ウ
ネ
ン

の
著
書
に
あ
げ
ら
れ
た
数
字
記
録
は
大
憶
に
於
て
歴
史
的
意
義

ゆ
『
工
作
す
る
陀
過
F-
ぬ。

そ
れ
に
も
拘
は
ら
や
今
日
と
雌
も
ヂ
ウ

ネ
ン
の
見
出
し
た
結
論
は
誤
り
?
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
巨
硲

怠
る
定
式
化
の
正
賞
左
る
乙
と
は
今
夏
乙
占
に
あ
ら
た
め
て
論

註
す
る
を
要
し
な
い
。

突
に
我
々
は
チ
ウ
ネ
ン
の
論
じ
た
所
と
闘
聯
し
て
、
生
産
地

が
市
場
地
か
ら
遠
ざ
か
る
に
従
ひ
、
生
産
物
侵
格
は
小
と
左
る

と
い
ふ
考
か
ら
出
禁
し
よ
う
。
生
誇
物
単
位
債
格
が
都
市
に
於

て
P
で
あ
れ
ば
‘
上
に
採
則
し
た
記
競
そ
の
ま
L
使
附
す
れ
ば
.

e
キ
ロ
メ

1
ト
作
の
距
離
に
於
名
目
単
位
債
格
は
、

?

H
ヲ
l
h・0

f
は
農
業
生
産
物
の
揚
合
に
は
工
業
生
産
物
ム
」
異
っ
て
一
事

位
数
量
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
運
搬
費
の
み
左
ら
や
、
ー

生
産
物
の
保
存
可
能
性
に
よ
っ
て
も
決
定
せ
ら
れ
る
P
邸
中
勺
商
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品
が
如
何
友
る
長
期
の
輸
送
に
も
耐
へ
ぬ
場
合
二
た
と
へ
ぽ
生

議
茶
、
生
乳
等
々

)
f
は
よ
旬
大
と
な
る
。
運
搬
の
期
間
と
い

ふ
も
の
が
何
等
重
要
で
た
い
生
産
物
に
謝
し
て
は
、

f
は
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
営
り
の
車
位
数
量
の
運
賃
率
に
等
し
い
。

と
の
匝

別
は
殿
由
叫
に
言
へ
ば
第
一
闘
(
闘
曲
線
替
)
の
生
産
物
忙
於
て
の

み
観
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
上
こ
の
区
別
は
第
一
闘
の
最
重
要
な

る
運
搬
手
段
を
構
成
す
る
ス
ピ
ー
ド
る
る
自
動
車
に
よ
っ
て
著

し
〈
綾
和
せ
ら
れ
る
。

?

H
。
で
あ
れ
ば
、
即
ち
た
と
へ
ば

O
H
」
叩
友
る
距
離
に
あ
っ
て
は
、
と
の
商
品
の
生
洋
一
は
そ
の
牧

益
限
界
耕
一

κ建
す
る
、
t

や
よ
り
大
な
る
距
離
で
は
こ
の
生
産

物
は
損
失
を
以
て
の
み
販
賀
せ
ら
れ
る
。
こ
の
限
界
鈷
は
、

の
減
小
に
よ
り
外
方

k

h
し
出
さ
れ

(こ
p
の
増
大
、
会
一
)
7

る
と
と
が
出
来
る
。

図

併
し
訟
が
ら
都
市
は
と
の
一
生
産
物
を
必
要
と
す
る
の
み
た

ら
十
、
他
の
一
聯
の
生
産
物
を
も
亦
必
要
と
す
る
。
人
は
そ
れ

故
都
市
よ
り
這
〈
ま
で
ζ
の
生
産
物
、
或
は
こ
の
生
産
物
、
と
経

済
関
係
よ
り
見
て
等
償
値
を
有
す
る
生
産
物
を
生
産
す
る
こ
と

チ
ウ
ネ
シ
園
田
敷
皐
的
設
冊
目

友
〈
、
と
の
生
産
物
の
か
は
り
に
償
値
よ
り
言
へ
ば
よ
り
小
で

は
る
る
が
、
運
搬
費
を
要
す
る
こ
と
よ
り
小
で
あ
り
、
従
っ
て

そ
の
生
産
が
都
市
か
ら
よ
り
離
れ
た
場
所
に
於
て
も
牧
径
を
あ

げ
る
所
の
生
宜
伸
一
物
を
生
産
し
た
3

と
の
生
産
物
は
か
く
て
そ
の

債
値
忙
較
べ
て
比
較
的
小
友
る
費
量
を
持
つ
に
相
違
な
い
。

?
H
Y
I
P
-
。

宮
〈
官
】

わ〈コ

と
れ
等
隔
生
産
制
域
間
の
境
界
は
都
市
か
ら
白
川
た
る
阪
離
に

あ
た
る
。

而
し
て
内
の
値
は
弐
の
方
程
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

-百

句コ

た
る
債
格
差
泊E

大
と
な
れ
ばI

'1t巾
h トa

渥 I1
['ロ

e" I i 1 
L土品功、13

外
に
延

ー

内

i

3

:

1

、
l

w
ι
J
l
l
h
J同
U
Z
l
J
・3
時

ぴ
、
運
賃
卒
の
差
異
が
大
で
あ
る
程
、
生
産
中
心
黙
の
境
界
は

都
市
に
接
近
す
る
。
今
都
市
が
直
角
座
標
系
の

O
舗
に
あ
り
と

す
る
、

一
生
産
物
の
領
絡
は
錐
面
K
よ
り
あ
ら
は
さ
れ
得
る
。

か
h

る
錐
面
の
方
程
式
は

N
H
P
!
?
久
氏
+
、

ト
は
と
の
揚
合
同
錐
の
高
さ
で
あ
る
。

『

-
H
G
a

と
a
h

で
n
引
は
と
卒
闘
に
到
し
で
園
錐
の
凸
回
線
の
た
す
角
を

第
四
十
五
巻

七

第
五
披



チ
ウ
宇

y
閣
の
教
皐
的
説
明

い
ふ
0

・
次
の
方
程
式

N
H
-
z
l
f
t
¥
三
十
、

目

H
V
I
P
-
に
な
+
丸

切
ず
る
。

を
持
つ
一
一
つ
の
園
錐
は
半
径
ぬ
呂

I
J柑
紅

白

に

於

芸

こ
の
閣
の
ど
平
岡
へ
の
射
影
は
二
つ
の
環
欣
の
生

産
地
域
の
境
界
統
で
あ
る
。
境
凶
作
常
任
川
の
数
式
此
よ
る
決
定

』ま
と

tt-
を
闘
解
す
tt-
r.r 

'r一一-

今
や
都
市
に
は
一
瞬
の
錐
面
が
存
在
し
、
そ
の
互
に
接
績
す

る
二
つ
の
国
錐
は
一
の
図
に
於
て
交
切
す
る
a

P
と

t
が
小
と

ゑ
る
に
従
ひ
、
生
産
地
域
は
愈
k
都
市
か
ら
遠
ざ
か
る
の
で
る

第
四
十
五
巻

七

四

第
五
競

る
。
チ
ウ
ネ
ン
の
限
定
に
従
へ
ば
孤
立
凶
内
で
は
唯
一
の
大
都

市
が
見
附
さ
れ
る
の
み
だ
。
而
し
て
と
の
俄
定
は
根
本
思
想
の

展
開
の
た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
併
し
現
貫
に
は
大
抵
の
揚

合
一
の
岡
家
に
は
、
種
々
の
大
さ
の
多
数
の
都
市
が
横
っ
て
ゐ

る
。
従
っ
て
こ

L

に
も
相
互
に
曲
線
争
以
て
切
り
合
ム
多
〈
の

国
慨
が
生
や
る
。

一
都
市
の
巌
も
外
側
の
錐
面
は
全
く
あ
ら
は

れ
友
い
で
、
そ
れ
に
先
ち
隣
接
都
市
の
一
園
錐
に
よ
り
一
の
境
界

線
が
劃
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
我
々
は
次
に
二
つ
の
隣
接
せ
る
錐

面
の
と
の
境
界
決
定
が
如
何
に
友
さ
れ
る
か
を
究
明
し
た
い
。

五

我
k

は
簡
単
の
た
め
に
二
つ
の
園
錐
を
仮
定
し
よ
う
、
そ
の

0) 

中
の
一
は
そ
の
垂
線
の
底
臨
を
座
模
原
離
に
持
ち
、
第
二
の
園

錐
の
垂
線
の
底
賄
は

M
H
P
〕
『

l
r
友
る
貼
に
あ
る
も
の
と
す

る
、
然
ら
ぽ
二
個
の
園
錐
の
方
程
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

N
H
ヲ
1
3
・
く
な
+
三

N
H
P
I
P
-
d
¥す
l
h
H
)時
+
(
}
一

l
t
)凶

こ
の
二
個
の
固
錐
は
空
間
曲
線
に
於
て
交
切
ず
る
。
併
し
左

が
ら
我
々
に
と
っ
て
は
と
の
曲
線
が
ミ
卒
函
に
投
や
る
射
影



の
み
が
問
題
と
た
る
。

式
を
得
る
。

Z

を
等
置
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
方
程

と
れ
を
閥
解
す
れ
ば
次
の
如
し
。

ヲ
1
3
・
'
¥
引
制
可
U
3
l
p
・く
(
H
l
p
)陥
+
(
H
I
F
)凶

言
ふ
ま
で
も
危
ぐ
闘
錐
の
高
さ
は
農
業
生
産
物
へ
の
需
要
に

依
存
す
る
。
そ
れ
故
に
か
L
る
閣
錐
の
高
さ
は
販
寅
市
揚
の
大

チ
ウ
事

V

周
回
一
致
事
的
誘
明

さ
に
も
依
存
す
る
。
大
都
市
は
従
ワ
て
大
怒
る
高
さ
の
園
錐
を

か
く
て
犬
都
市
の
闘
錐
が
小
隣
接
町
村
の
国
錐
を
み
て

持
つ
。

一 一

こ
L
で
は
啓
一
〈
境
界
構
成
は
な
さ
れ

被
ふ
と
と
も
起
り
得
る
。

な
い
。
か
様
に
農
業
生
産
物
の
市
場
関
係
の
姿
に
は
主
と
し
て

大
都
市
が
決
定
的
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。

以
上
生
産
地
の
販
費
地
土
り
の
距
離
が
農
業
生
産
物
の
償
値

に
め
た
へ
る
影
響
に
闘
す
る
千
マ
平
ン
の
研
究
と
関
聯
し
て
川

立
関
解
析
幾
何
撃
の
助
け
に
よ
り
、

チ
ウ
ネ
v
d

図
の
敷
島
一
酌

説
明
を
と
h

る
み
た
。

ロ
れ
ら
件
闘
の
境
界
は
一
一
つ
の
間
錐

cn 

の
裁
同
形

(∞n
r口
町
門
司
間
口
『
)

の
も
と
の
卒
商
上
に
投
や
る
射
影

で
あ
る
。
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